
Title Japanische industriearbeit, von E.A. Heber
Sub Title
Author

Publisher 三田学会
Publication year 1913

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.7, No.2 (1913. 4) ,p.414(198)-  
JaLC DOI
Abstract
Notes 批評と紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19130422-

0196

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


m

湖

介

ロと
生
淹
、
パ
と

保
護
政
浓
、
生
産
と
土
地
所
有
描
の
順
-が
を
以
で
キ 

ポ
獨
別
の
盈
ょ
り§

の

る

i

f

 

f

4

iず
。

m

i

 

'は
乂
之
を
分
ち
て
サ
一
ホ̂
;
^
地̂
の
收
入
と
手
數
料
、
粗
祝
の
糊"近
-

^
 

、桃
の
i

及：

び
1

ま

俊

と

ず
0 

の
詳
細
及
び
著
者
听
論
の
批 

評
にK

ふ
り
.て
は
紙
而
の'都̂
'命
8

め
れ
ば
-
之

を

他

日

に

讓

る

ベ

ネ

本 

霜5
-

に
て
着
る
に
足
る
ぺ
ふ
，
^

の
は
热
三
編
に
し
て
、
览

n

編
國
家
の
收 

入
は
教
書
が
財
政
家
な
リ
し

に
*
*

拘
は
シ
ず
、
其S

容
多
少
贫
弱
な
る
が 

思
は
る
。

譯
交
は
處
々
に
服
琐
な
さ
に
し=s=>

め
ら
ざ
れ
どica、

叙
し
て
流
暢
と
：；

4

 

ふ
ぺ
(

V
マ
ー
シ
ャ
ル
の
原
論
の
文
章
報
細
練
せ
る
の
に
あ
ち
ず
と
雖 

g
、>

1
シ
ャ
ル
ょ
リ
傲
か

§
.
p
f
$
f
o
殊
に
獨
逸
流
の
甚 

を
货4

?

を
用
ゆ
る
,、と
を
過
け
た
る
を
以
て
、
論U

s

の
明
快
を
，助
{
る
こ 

と
胁
.ち
ず
。

J
a
p
a
n
i
s
c
h
e

 IndustrI.earbeit,

づo
n
E
.

 A
,

 ;Heber

千
九
'百
十
二
年H 

-

ナ
，
-
^
驟
行 

S

本
當
は
ャ

I

ル
大
擧
敎
授
ハ
ー
ム
ス
，氏
の
編
慕
に
係
る
世
界
跡
濟
旧
题

- 

截
のt

ル
七
冊
な
り0
敦
港
はt|

=

て
报
師
と
し
て
、
三¥
間
我
國ii-t

在

. 

せ
し
こ
と
あ
卞
て
、
多
小
ノ
我
跟
情
び
H

ト
m
iに
過
ぜ
る
人
な
リ0
著
眷 

が

水

银

を

起

稿

す

る

に

：虫

り

た

る
：！！：

的

は

、H

，
.
闕

民

め

發

遂

は

缴

肋

能
 

力

の

霞

にf

ざ

る

ぺt

ざ
S

-

此I
®

は
§

.

な

る

にH
拘

は

ち

ず、

H
爱

繁

翦

曹

に
1

す
s

i

s

ま

さ

れ

‘ 

：： 

：
.

：

r
a
s

f
t
此
叫
超
に
關
す
る
纏
：$
リ

U.る
敦
述
と
てS

1

8
な

.̂)

を
？̂
て
、 

此
を
の
資
取
，

を
：：：：；

あ

‘
之
.に
'

21!

已
の
跡
.驗
と

旧

と

を

^
へ
て
>:.妳
へ
此 

旧
照
.を
狎
究
せ
ん
と
爲
す
に
在
0 

0 :

.

本
f

s
分
ち
で
第
5

維

新

前

の

組

織

，
5

5
明
め
が
代
に
於 

け
.る
資
本
と
勞
働
、
然一,11

草
大H

紫
と
势
働
、
.M
$
,
0
0
0
^
奶
五 

草
日
永
括
有
の
’エ
藝
努
働
> 
奶
六
ネ
W
水
啤
X
の
勢
働
能
力
、
⑨
七

炎
 

働
階
級
の
生
活
と
營
養
.
欲
八
韋
盤
働
隙
級
に
關
ず
る
人
n
及
サ
バ
他
の
叩 

避
、
饥
九
韋
敎
育
と
修
業％

働
保
隙
と
殺
働
港
の
保
誰
-
银
十
苹
旧
湖
と 

懷
想
と
ず
。

水
替
は
勿
論
獨
伽
の
研
究
の
成
果
に
非
ず

i
j

て
、
何
等
新
し
き
ぼ
献
と 

し
て
看
る
に
足
るS
の
な
.̂
、̂
.
^
l
o
唯
W
用

せ

る

資

料

は

，セ
泳

<

的
：̂>1̂

 

な
る
：

>9>

の
；,̂
選
べ
る
の
給
巢
、
記
述
た
差
し

4::̂

る誤
！
！

な
ー
.
o
外
岡
；ホ
に 

て
普
は9̂

^

れ
だ
る
此
糧
著
述
と-
て̂

は

と

云

ふ

ぺ

く

、
行
文
，

56

办 

逸
文
と
し
て
は
流
暢
な.；

:

1

 h
e

 

s of S
u
p
p
l
y

 an d

 D
e
w
a
n
c
l

b
y

 G
.
B
,

 

D
i
b
b
e
e

モ
ん
ぽ
千i1

♦
倫
i

行

e

版

！
 一 SI

八
十
九
H 

■ 

,
 

i

三
圓
七
十
五
錢 

水
盤
は
需
が
と
供
給
の
法
則
.
^
#過
の
經
濟

1̂.112

に
於
け
る
ょS

.
! 

展
情
密
に
説
明
せ
る
S
の
なS

N
O

普
翁

U
其
ホ
惯
假
に
蘭
ず
る1

節
を
ほ 

{
の
外
、
悉
く
ほ
己
の
！！
則
の
意
見
な
リ
と
生
張
り
と
雖s.sz> 、

せ
#
は

i
I
I

J  ‘

19!

，マ
ー
シ
ャ
ルI

I

の
影
鄉
を
受
け
た
る
所
勘
か
ち
ざ
る
が
如
{
北
ゆ
0
さ
れ 

と
"
社
来
の
普
通
經
濟
學
得
に
て
餘
り
に
重
き
を
か
ざ
る
が
、
ま
は
义 

全
く
無
視
せ
，る
こ
と
に
し
て
、
本
兽
の
立
脚
地
と
な
れ
る
g
の5

^

リ

M 

れ
旧
桃
：

K

は
惯
侦
と
時
間
と
の
關
係
な
り
と
ず
。

圓
に
て
費 

却
す
る1

個
の
商
品
の
慣
値
と
来
月
の
今
日
に
於
て 

一
M
に
て
廣
邮
す
る 

商
"§̂

愤̂
値
と
の
岡
に
は
多
少
の
相
逮
あ
リ
0
愤
，値
と
時
間
と
の
間
に
於 

け
る
此
關
係
は
旣
に
幾
多
の
數
理
觀
濟
i

に
於
て
説
明
せ
b
れ
れ
る
る 

の
な
れ
と
‘
數
理M

洲
學
書
は
談
者
紙
さ
を
以
て
ま
は
木
載
の
所
説
は
多 

-

{
の
に
對
し
て
は
ぜ
瓶

*
し̂き

*
*
^
のなるぺ

L

O
児
に
此
關
係 

を
¥
:極
平c ：r

通
俗
的
に
說
明
せ
る
ホ
書
の
劝
般
ほ
之
を
認
め
ざ
る
ぺ
か 

ら
ず
0

,
他
に
新
耽
の
如<:3^

る
8
の
あ
れ
と
ぁ
"多

-
-

は
竊
說
を
說
明
す
る
に 

新
资
の
字
句
を
ル
ひ
る
に
過
ざ
ず
。
禁I

：；：

ぽ

颇る
-:！：

懷

强

き

人

と

ゆ
 

然
れ
と
.
.
^
恭
し
善
意
み
以
て
解
ず
れ
ぱ
、
本
番
は
新
刊
理
输
經
资
截
中1 

★
W彩
を
放
て
る
g
の
と
調
ウ
ベ

I
り
取
純
な
る
撒
州
低
給
以
上
に
此
ニ
原 

則
の
複
雑
な
る
現
象
と
關
係
と
を
知
ぅ
ん
と
欲
ず
る
求
は
赴
非
共1

0 
T

X

 

レ
ロ 

♦
,

行
文
亦
拙
な
ち
ず
、
耽
明
方
法
は
通
俗
的
に
し
て
、
間
々
新
奇
の
宇
向 

を
川
ゆ
る
8

、
此$1^

は
お
殺
卿
-
-難̂
さ
ぁ
の
に
報
ず0
著
港
は
圆
解
を11 

個
用
め
ね
る
參> 
他
に
數
字
を
多<
使
用
す
る
こ
と
を
遮
：
^
;
化̂
=

^

0さ
れ 

ぱ
數
擧
的
推
理
を
好
ま
ざ
る
談
者
は
此
著
書
を
歡
迎
す
る
な
る
べ

.
1

0

,
批
評
と
‘紹
介

T
r
a
i
t

ボ e
t

 c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
s

 c
o
m
m
e
r
c
i
a
u
x

大正！

1

年
ニ
ガ

.
=本
外
務
翁
嘴
/ダ

大
1
:七
百
八
十
1
K 
,
非
資
品 

•ii

書
ま
其
全
名
を 

EecucU International dcs traites et conventi

ons commerciaux cn vigueul,du xxe siecle (

二
十
世
紀
に
於
て
. 

せ
.
^る̂
、
各
®
過
商
條
約
及
协
約
巢)

と
云
ひ
外
務
翁
の
編
纂
に
係
る
ぁ 

の
な
り0

購
ず
る
S
の
は
世
界
各
國
が
千
九
年

1

刀
以
来
外
闇
と
綠
契
. 

せ
る
か
、
义
は
S

前
に
綺
奨
せ
ち
れ
た
る〜

現

i

脆
せ
ち
る
4

商
條
約
及
協
定
並
に
附 

交

換

養

f

り
と
す
。
此

等

の

ま

S

原 

文
の
儘
な
る
8
あ
れ
ば
、佛
E
g 

I
 
^
,

义
英
佛
對
課
H

原
文
の
儘 

な
る
は
变
文
又
W
獨
文
に
し
，て
他
ほ
後
佛
譚
を
用
ひ
た
る
が
如
し
0 

れ 

ぱ
、
三
ヶ
圓
の
國
語
を
用
ゆ
る
*
の̂
な
り
と
雖
^
®
"、
佛
文
厳
g
多
く
、
义 

文
之
に
次
ぐ
0
酣
列
は
年
代
の
順
序
に
依
.り
れ
る〜

と
は
颇
ゐ
無
意
味 

と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
0
さ
れ
と
黎
链
に
代
に
依
る
索
；̂
と
圃
別
に
於 

け
る
索
と
を
加
へ
化
れ
ぱ
、
多
少
其
躺g

を
補
ふ
"
の̂
と
云
ふ
べ

t
o
紙 

S
鼓
好
，
印
刷
鮮
明
、
校
正
精
密
な
る
を
以
て
、
過
談
に
侦
1

0
见
に 

過
商
關
係
の
研
究
者
に
.は1

好
要
考書

''"

謂
つ
ぺ
1
0
啦
视
爽
を
’仇 

載
せ
ざ
り
し
を
憾
と
す
る
の
み
。

L
i
f
e

 of D
a
v
i
d

 E
o
y
d

 G
e
o
r
g
e
,

 y
c
l
,
I

て 

h
v

 H
e
r

 
ぴert 

o
u 

P
a
r
c
q

 

■ 

'
.火
到
.ills

八

ザ 

- 

千
九
西
十H

年

/
倫
敦
發
行

：
‘

, 

^
.
5 

•

i
M
H

I

I
i


